
授業風景（講義）

法曹プログラム ＋ 早期卒業 法科大学院進学

大きく変化しつつある日本
の職場環境について、社会
に出る前に法の観点から一
緒に考えてみませんか。
� 土岐将仁 先生（労働法）

大学での学び方
法政基礎演習

少人数教育
専門科目への架け橋

演習Ⅰ
専門科目の探究

演習Ⅱ

カリキュラムチャート（昼間コース）
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法政基礎科目
法律学への招待
憲法入門
生活民法
刑法入門
法実務入門
法解釈の基礎　など

法と政治の基礎理論
現代政治入門
政治思想史
法の歴史と思想

国際理解の出発点
国際政治入門
国際法入門

法政共通科目
実定法の基本を学ぶ
憲法（人権）
物権法
債権総論
刑法総論　など

政治というシステムを学ぶ
政治学
現代政治分析　など

法を多角的に理解する
法社会学概論　など

グローバル法政科目
国際法秩序の構造を知る
国際法総論　など

公共法政コース 他学部開講科目：公共経済学、財政学　など

グローバル法政科目：国際法各論、国際機構法　など
コア科目：�公共政策論、行政法総論、税法、行政学、比較政治、法と正義　など

企業法務コース 他学部開講科目：国際金融論、会計学　など

グローバル法政科目：国際法各論、アジア法、中国法　など
コア科目：�企業法務論、会社法、企業取引法、労働法、経済法、社会保障法　など

法律専門職コース

グローバル法政科目：国際法各論、国際家族法　など
コア科目：�行政法総論、刑法各論、刑事訴訟法、民事訴訟法、不動産登記法　など

私は中国法のゼミで日中の商取引について学び、中国
研修にも参加しました。現地の学生との意見交換を通し
て、広い視野や行動力を養うことができました。また、
大きく変化・成長する中国の経済社会には、金融の及ぼ
す影響が大きいことを実感しました。そこで私は、法律
等の専門的知識を活かしながら、人や経済社会を支える
金融のプロとして活躍できるキャリアを選択しました。
岡山大学法学部で培った行動力を糧に、金融の新たな時代を担い、未来に挑戦して
いきたいと望んでいます。

● 株式会社三井住友銀行 勤務
塩津 有里
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卒業生からのメッセージ

海外留学支援プログラム�
　■ �岡山大学短期留学プログラム（EPOK）	 ［全学プログラム］
　■ �岡山大学海外語学研修	 ［全学プログラム］
　■ �交流協定締結大学への留学
　　　（仏・ストラスブール大学、独・ベルリン自由大学、中国・北京大学、政法大学、台湾・高雄大学 など）

金光奨学金�
法学部では、金光奨学金により法学部生の留学を支援しています。

※金光奨学金とは、本学同窓生の（故）金光富男様からの御寄附による給付型奨学金です。

	
―
 �アパラチア州立大学、ウィチタ州立大学、

	　 � カリフォルニア州立大学モントレイベイ校、
	　 � カリフォルニア州立大学イーストベイ校、ダラスバプティスト大学
	 ― �エディンバラ大学、イーストアングリア大学、	　 � ヨークセントジョン大学

アメリカ

カナダイギリス

法学部生の主な留学先（過去５年間）

	 ― ビショップス大学
オーストラリア ― アデレード大学

	 ― 吉林大学
	 ― 国立台湾大学

カナダ

中国
台湾

	 ― 成均館大学校
	 ― マラヤ大学
	 ― ヤンゴン経済大学
	 ― チェンマイ大学

韓国
マレーシア
ミャンマー
タイ

法曹プログラム教員からのメッセージ
岡山大学法学部は、2020年４月に中四国地域で
初めて「法曹コース」（本学では「法曹プログラム」
と呼びます）を設置しました。これは、大学を３年
間で早期卒業して、法科大学院（ロースクール）の
２年間の既修者コースへ進学し、在学中に司法試験
を受験することで、従来よりも２～３年早く法曹と
して活躍できるという、画期的な制度です。
岡山大学法学部の法曹プログラムは、２年次から
始まります。法曹プログラムに所属した学生は、学
部の授業に加えて、法科大学院の教員によるハイレ
ベルな授業を前倒しで受けます。また、若手弁護士
や司法試験合格者による学修サポートも受けられま
す。そして、所定の成績を収めれば、岡山大学法科
大学院の入学試験において、筆記試験が免除されま
す。2021年度は48名（29名の３年生と19名の２
年生）が法曹プログラムに所属し、法曹になるとい
う共通の目標に向かって切磋琢磨しています。

岡山大学法学部で培われた力に「広く深く考える力」
があります。中でも俯瞰的思考力と分析的思考力が鍛え
られました。正解のない中で自分なりに条文を解釈し、
判例を参照し、広い視点から、なぜそのような結論に
至るのか、条文や制度の裏にどんな背景があるのかを
分析する力です。この力を武器に、１年間のイギリス
留学や世界ユースサミット参加などの貴重な経験を積め
た４年間は、大変充実したかけがえのないものでした。せっかくの大学生活、思う
存分チャレンジし、実り多きものにしてください。

● 独立行政法人国際協力機構（JICA） 勤務
松本 颯太
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私は入学時、法曹という仕事に漠然と憧れているだけ
でした。しかし、弁護士会による無料法律相談会への
参加や中高生への法教育活動に関わる中で、法の重要性
を実感し、法曹を志望する気持ちが高まりました。また、
女性の再婚禁止期間に関する違憲判決を学んだことから
諸外国と日本の法制度の違いに興味を持ち、イギリスに
留学して社会福祉制度や法制度を学びました。このよう
に多様な経験ができたのも、学業と両立して様々な挑戦ができる環境が岡山大学
法学部にあったからだと感じています。

● 岡山大学大学院法務研究科 在学
増原 七海 
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コロナ禍で世界は変化して
います。今後の世界をより
よいものにするため、法と
政治を僕らと一緒に学びま
しょう。
� 成廣孝 先生（比較政治）

グローバル社会において
国際「法」を知り、それ
を「力」に世界の舞台で
「SDGs未来」を一緒に考
えませんか？
� 張紅 先生（アジア法）


